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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　映像信号と前記映像信号の付加情報を受信して前記付加情報に基づいて前記映像信号を
処理することが可能な映像信号処理装置であって、
　前記映像信号を処理する処理手段と、
　前記付加情報に基づく処理に替えて前記処理手段が行う処理を定義した制御情報を格納
する第一の記憶手段と、
　前記映像信号から特徴情報を抽出する抽出手段と、
　前記抽出手段が抽出した特徴情報に基づいて、前記付加情報が修正されるべきであると
判断すると前記制御情報を更新する更新手段と、
　前記付加情報が規格に沿っておりかつ前記付加情報に対応する前記制御情報が前記第一
の記憶手段に格納されていなければ前記付加情報に基づいて前記処理手段に前記映像信号
を処理させ、前記付加情報が前記規格に沿っておりかつ前記付加情報に対応する前記制御
情報が前記第一の記憶手段に格納されていれば前記制御情報に基づいて前記処理手段に前
記映像信号を処理させる制御手段と、
を有することを特徴とする映像信号処理装置。
【請求項２】
　前記第一の記憶手段には格納されていない制御情報が入力される制御情報入力手段を更
に有し、
　前記制御手段は、前記付加情報が前記規格に沿っておりかつ前記付加情報に対応する制
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御情報が前記第一の記憶手段に格納されていなくても前記制御情報入力手段に前記制御情
報が入力されれば前記制御情報入力手段に入力された制御情報に基づいて前記処理手段に
前記映像信号を処理させることを特徴とする請求項１に記載の映像信号処理装置。
【請求項３】
　前記制御情報入力手段に入力された前記制御情報と対応する付加情報に基づいて前記第
一の記憶手段に格納された前記制御情報を更新する更新手段を更に有することを特徴とす
る請求項２に記載の映像信号処理装置。
【請求項４】
　前記特徴情報は、画像の有効範囲、色のレベル、および輝度のレベルのいずれかである
ことを特徴とする請求項１から３の何れか一項に記載の映像信号処理装置。
【請求項５】
　映像信号と前記映像信号の付加情報を受信して前記付加情報に基づいて前記映像信号を
処理する映像信号処理方法であって、
　演算回路を用いて、前記映像信号を処理する処理ステップと、
　前記演算回路を用いて、前記映像信号から特徴情報を抽出する抽出ステップと、
　前記演算回路を用いて、前記特徴情報に基づいて、前記付加情報が修正されるべきであ
ると判断すると制御情報を更新する更新ステップと、
　前記演算回路を用いて、前記付加情報が規格に沿っておりかつ前記付加情報に対応する
制御情報が記憶手段に格納されていなければ前記付加情報に基づいて前記処理ステップに
おいて前記映像信号を処理させ、前記付加情報が前記規格に沿っておりかつ前記付加情報
に対応する制御情報が前記記憶手段に格納されていれば前記制御情報に基づいて前記処理
ステップにおいて前記映像信号を処理させる制御ステップと、
を有することを特徴とする映像信号処理方法。
【請求項６】
　映像信号と前記映像信号の付加情報を受信して前記付加情報に基づいて前記映像信号を
処理することが可能な投射型画像表示装置であって、
　前記映像信号を処理する処理手段と、
　前記付加情報に基づく処理に替えて前記処理手段が行う処理を定義した制御情報を格納
する第一の記憶手段と、
　前記映像信号から特徴情報を抽出する抽出手段と、
　前記抽出手段が抽出した特徴情報に基づいて、前記付加情報が修正されるべきであると
判断すると前記制御情報を更新する更新手段と、
　前記付加情報が規格に沿っておりかつ前記付加情報に対応する制御情報が前記第一の記
憶手段に格納されていなければ前記付加情報に基づいて前記処理手段に前記映像信号を処
理させ、前記付加情報が前記規格に沿っておりかつ前記付加情報に対応する制御情報が前
記第一の記憶手段に格納されていれば前記制御情報に基づいて前記処理手段に前記映像信
号を処理させる制御手段と、
を有することを特徴とする投射型画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像信号を処理する映像信号処理装置および映像信号処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　映像信号と、色調やアスペクト比等の映像信号の信号処理条件を規定する付加情報と、
を送信して付加情報に基づいて映像信号の信号処理をする映像信号処理装置は知られてい
る。例えば、ＨＤＭＩ（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎ
ｔｅｒｆａｃｅ）では、ＣＥＡ－８６１－Ｄに定められたＩｎｆｏＦｒａｍｅパケットに
よって送信装置から受信装置へ付加情報を送信することができる。特許文献１やＣＥＡ－
８６１－Ｄは、規格上誤った付加情報が送られてきた場合にはその付加情報を用いずに映
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像信号を信号処理する方法を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－１５２７７２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、規格に沿っている付加情報が送信された場合にはその付加情報に沿って
映像信号を処理することが一般には規格上正しい処理である。例えば、付加情報として１
つのフラグが立っていることが規格に沿っている場合、フラグＡとＢの両方が立っていれ
ばその付加情報は誤っている。ところが、本来、フラグＡが立つはずにも拘らずフラグＢ
が立っている場合には、その付加情報は、規格に沿っていることになる。
【０００５】
　このような規格上は形式的に正しいが実質的には誤っている付加情報に従った処理を行
うと画像有効領域の全てが表示されなかったりするなど不自然な表示になる。そして、何
らかの理由によって、受信装置が、規格上は形式的に正しいが実質的には誤っている付加
情報を受信することが多く、従来はそのような場合に何らの対策を採っていなかった。更
に、ユーザが嗜好により付加情報とは異なる処理をしたい場合もある。この場合も、処理
変更前は、そのユーザにとっては不自然な表示となる。
【０００６】
　そこで、本発明は、映像信号の不自然な表示を防止することが可能な映像信号処理装置
および映像信号処理方法を提供することを例示的な目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の映像信号処理装置は、映像信号と前記映像信号の付加情報を受信して前記付加
情報に基づいて前記映像信号を処理することが可能な映像信号処理装置であって、前記映
像信号を処理する処理手段と、前記付加情報に基づく処理に替えて前記処理手段が行う処
理を定義した制御情報を格納する第一の記憶手段と、前記映像信号から特徴情報を抽出す
る抽出手段と、前記抽出手段が抽出した特徴情報に基づいて、前記付加情報が修正される
べきであると判断すると前記制御情報を更新する更新手段と、前記付加情報が規格に沿っ
ておりかつ前記付加情報に対応する前記制御情報が前記第一の記憶手段に格納されていな
ければ前記付加情報に基づいて前記処理手段に前記映像信号を処理させ、前記付加情報が
前記規格に沿っておりかつ前記付加情報に対応する前記制御情報が前記第一の記憶手段に
格納されていれば前記制御情報に基づいて前記処理手段に前記映像信号を処理させる制御
手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、映像信号の不自然な表示を防止することが可能な映像信号処理装置お
よび映像信号処理方法を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の映像信号処理装置のブロック図である（実施例１）。
【図２】図１に示す制御部が行う制御方法を説明するためのフローチャートである。
【図３】図２に示すＳ６０の制御情報の例を示すテーブルである。
【図４】図３の効果を説明する図である。
【図５】図３の効果を説明する図である。
【図６】本発明の映像信号処理装置のブロック図である（実施例２）。
【図７】図６に示すメモリ部に記憶されている情報を示すテーブルである。
【図８】本発明の映像信号処理装置のブロック図である（実施例３）。
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【図９】図８に示すメモリ部に記憶されている情報を示すテーブルである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施例について図面を参照しながら説明する。
【実施例１】
【００１１】
　図１は、実施例１の映像信号処理装置のブロック図である。映像信号処理装置は、入力
部（入力手段）１０、処理部（処理手段）２０、出力部３０、制御部（制御手段）４０、
メモリ部（第一の記憶手段）５０を有し、不図示の受信装置、中継装置、表示装置などに
設けられる。
【００１２】
　入力部（受信部）１０は、不図示の送信装置から送られてきた映像信号と付加情報を受
信する。付加情報は映像信号の付加的な情報を示し、これに基づいて映像信号が処理され
る。例えば、映像信号の送信者を示す情報や、信号処理の条件を規定する情報等を含む。
実施例１～３では付加情報が規格上は形式的には正しい場合についての処理について説明
し、規格の例としてＨＤＭＩを仮定している。本発明における規格とは、特にパーソナル
コンピュータディスプレイの接続に関して定義された基準のことである。
【００１３】
　映像信号は４８０ｐ（７２０×４８０ｐ）や１０８０ｐ（１９２０×１０８０ｐ）等の
サイズを有する。また、付加情報は、ＡＶＩ（Ａｕｘｉｌｉａｒｙ Ｖｉｄｅｏ Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ） ＩｎｆｏＦｒａｍｅやＳＰＤ（Ｓｏｕｒｃｅ Ｐｒｏｄｕｃｔ Ｄｅｓ
ｃｒｉｐｔｉｏｎ） ＩｎｆｏＦｒａｍｅ等のパケットから構成される。
【００１４】
　処理部２０は映像信号に対して、トリミングや解像度、アスペクト比率の変換を行う解
像度変換や、色変換、輝度レンジの伸長等の種々の処理を施す。出力部３０は処理部２０
によって信号処理された映像信号を出力する。制御部４０は、入力部１０に入力された付
加情報とメモリ部５０に記憶された制御情報に基づいて処理部２０の処理を制御し、本実
施例ではマイクロコンピュータ（プロセッサ）から構成される。メモリ部５０は、付加情
報に基づく処理を変更する制御情報を格納する。制御情報を格納する手段（例えば、入力
手段によって入力したりインターネットなどのネットワークを介して入力したりした後で
格納する手段）は限定されない。
【００１５】
　上述したように、実施例１～３では付加情報が規格に沿っていることを仮定している。
このため、必要があれば、制御部４０は、付加情報が規格に沿っているかどうかを判断し
てもよい。
【００１６】
　制御部４０は、付加情報が規格に沿っておりかつ付加情報に対応する制御情報がメモリ
部５０に格納されていなければ付加情報に基づいて処理部２０に映像信号を処理させる。
また、制御部４０は、付加情報が規格に沿っておりかつ付加情報に対応する制御情報がメ
モリ部５０に格納されていれば制御情報に基づいて処理部２０に映像信号を処理させる。
【００１７】
　制御部４０は、付加情報と対応する制御情報が存在しない場合は処理部２０に付加情報
に基づく処理を行わせ、存在する場合は処理部２０に付加情報とそれに対応する制御情報
とに基づく処理を行わせる。
【００１８】
　図２は、制御部４０によって行われる制御方法を説明するためのフローチャートであり
、「Ｓ」はステップの略である。図２に示す制御方法は、コンピュータが実行可能なコン
ピュータプログラムとして具現化される。
【００１９】
　制御部４０は、入力部１０が取得した付加情報が変化したか否かを判断する（Ｓ１０）
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。付加情報が変化しない場合は変化するまでＳ１０を繰り返し、変化した場合は、制御部
４０は、メモリ部５０から制御情報を取得する（Ｓ２０）。次に、制御部４０は、取得し
た付加情報と合致する制御情報がメモリ部５０にあるか否かを判定する（Ｓ３０）。次に
、制御部４０は、付加情報と対応する制御情報がメモリ部５０に格納されていない場合は
、処理部２０に付加情報に基づく処理を行わせ（Ｓ５０）、付加情報と対応する制御情報
がある場合には、処理部２０に制御情報に基づく処理を行わせる（Ｓ６０）。
【００２０】
　図３は、Ｓ６０の制御情報の例を示すテーブルである。同図において、制御情報は３つ
の要素で構成されている。メモリ部５０には、この情報が、条件と処理の組み合わせの数
分記憶されている。
【００２１】
　図３（ａ）は、「条件式」の列に付加情報に対する合致条件を、「処理」の列に合致し
た場合に行うべき処理をそれぞれ示している。
【００２２】
　図３（ｂ）は、図３（ａ）の「条件式」の数字を「Ｎｏ」に示し、「Ｔｙｐｅ」はＩｎ
ｆｏＦｒａｍｅ Ｔｙｐｅを示し、「Ｉｔｅｍ」はＩｎｆｏＦｒａｍｅ Ｔｙｐｅの中で対
象とする項目を示している。図３（ｂ）において、番号１は「ＡＶＩ ＩｎｆｏＦｒａｍ
ｅのＢａｒ Ｄａｔａ Ｐｒｅｓｅｎｔの値が０より大きい」ことを意味している。同様に
、番号２は「ＳＰＤ ＩｎｆｏＦｒａｍｅのＳｏｕｒｃｅ Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎの値が
９と等しい」を意味し、番号３は「ＳＰＤ　ＩｎｆｏＦｒａｍｅのＶｅｎｄｏｒ Ｎａｍ
ｅの値がＶｅｎｄｏｒＡ」を意味している。
【００２３】
　図３（ｃ）は、図３（ａ）の「処理」に対応する内容、即ち、番号１かつ番号２かつ番
号３の場合に「ＡＶＩ ＩｎｆｏＦｒａｍｅのＢａｒ Ｄａｔａ Ｐｒｅｓｅｎｔの値を０
と見なす」という例外的な処理を行う制御情報を示している。
【００２４】
　このように、制御情報をメモリ部５０に記憶することにより、制御情報に対応する、規
格上誤っていない付加情報が送られてきた場合に付加情報ではなく制御情報に基づいて信
号処理を行うことができる。
【００２５】
　図４（ａ）は映像信号処理装置に入力される映像信号を示し、図４（ｂ）はこの映像信
号と共に入力される付加情報であるＩｎｆｏＦｒａｍｅを示している。図４（ｂ）に示す
ＩｎｆｏＦｒａｍｅは、生成エラーまたは伝送エラーによって発生した映像が本来持つ情
報とは異なる不適切な情報である。
【００２６】
　実施例１の映像信号処理装置側で不適切な情報を判別するためには、市場に流通してい
る製品に対する調査等を行うことによって不適切な情報を事前に見つけ出し、制御情報を
メモリ部５０に記憶しておく必要がある。本実施例においては、この作業は事前に行われ
、図４（ｂ）に示すＩｎｆｏＦｒａｍｅが不適切な情報であることは分かっており、適切
な処理を行う制御情報がメモリ部５０に記憶されている。
【００２７】
　図４（ａ）に示す映像信号はＢａｒ　Ｄａｔａに従った処理を本来であれば行うべきで
はないが、図４（ｂ）にはＢａｒ　Ｄａｔａに従った処理を行うべきであると判断される
情報が示されている。ここで、Ｂａｒ　Ｄａｔａは、映像信号の画像中でＢａｒ（有意で
ない情報）の範囲を示す情報である。
【００２８】
　図４（ｂ）の情報には、映像信号中には水平、垂直方向共にＢａｒがあり、画像中の上
方向から４８ラインまでと、３８４ライン以降がＢａｒで、左方向から７２画素までと、
５７６画素以降もＢａｒであることが示されている。
【００２９】
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　従来の映像信号処理装置では、このＩｎｆｏＦｒａｍｅに基づき処理を行ってしまい、
出力された映像信号を表示すると図５（ａ）に示すような不適切な表示がされていた。
【００３０】
　一方、本実施例の映像信号処理装置では、図３に示す制御情報を記憶して図４（ｂ）に
示すＩｎｆｏＦｒａｍｅが送られた場合にＢａｒ　Ｄａｔａに従った処理を行わないよう
に制御される。このため、本実施例の映像信号処理装置では、出力された映像信号を表示
しても図５（ｂ）に示すように適切な表示がされる。
【００３１】
　また、本実施例１による映像信号処理装置では、図４（ｂ）に示すＩｎｆｏＦｒａｍｅ
以外の付加情報（図３の制御情報とは合致しない情報）が送られてきた場合には、付加情
報と同様の表示がされる。
【実施例２】
【００３２】
　図６は、実施例２の映像信号処理装置のブロック図である。本実施例の映像信号処理装
置は、更新部（更新手段）６０と、制御情報入力部（制御情報入力手段）７０と、メモリ
部（第二の記憶手段）８０を有する点で実施例１の映像信号処理装置とは異なる。
【００３３】
　制御情報入力部７０はユーザが手動によって入力された制御情報を受信して制御部４０
に通知すると共に、入力部１０で入力した付加情報と入力された制御情報の組をメモリ部
８０に記憶する。
【００３４】
　制御部４０は、入力部１０に入力された付加情報とメモリ部５０に記憶された制御情報
に基づいて処理部２０の処理を制御する。また、付加情報がメモリ部５０には格納されて
いないが、制御情報入力部７０に入力された場合には、制御情報入力部７０に入力された
制御情報に基づく信号処理を処理部２０に行わせる。
【００３５】
　更新部６０は、メモリ部８０に記憶されている付加情報と更新情報の組に基づいてメモ
リ部５０に記憶されている制御情報を更新する。
【００３６】
　図７は、メモリ部８０に記憶されている情報を示すテーブルである。図７では、付加情
報が「ＡＶＩ ＩｎｆｏＦｒａｍｅのＲＧＢ Ｑｕａｎｔｉｚａｔｉｏｎ Ｒａｎｇｅの値
が１」かつ「ＳＰＤ ＩｎｆｏＦｒａｍｅのＰｒｏｄｕｃｔ Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎの値
がＰｒｏｄｕｃｔＡ」である。この付加情報に対して「ＲＧＢ輝度レンジの伸張処理を有
効化」の操作が制御情報入力部７０に頻繁に入力されて付加情報が更新されている。
【００３７】
　更新部６０は、メモリ部８０に記憶された情報を読み取り、一定回数以上同じ条件下で
同じ操作が入力された場合に、その条件下ではその後に制御情報入力部７０への入力がな
くても入力されたと同等の処理を行うようにメモリ部５０の制御情報を更新する。
【００３８】
　以上、本実施例の映像信号処理装置は、付加情報を変更する（ユーザが嗜好する）更新
情報が入力されるたびに付加情報と操作内容の組を記憶し、更新情報に基づいて制御情報
を自動的に更新する。
【実施例３】
【００３９】
　図８は、実施例３の映像信号処理装置のブロック図である。本実施例の映像信号処理装
置は、映像信号から特徴情報を抽出する抽出部（抽出手段）９０と特徴情報を記憶するメ
モリ部（第三の記憶手段）１００を有する点で実施例２の映像信号処理装置とは異なる。
【００４０】
　抽出部９０は、入力部１０で入力した映像信号から特徴情報を抽出し、メモリ部１００
は入力部１０から入力された付加情報と特徴情報を記憶する。特徴情報は、映像信号上で
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有意な画像が表示されている矩形領域や、映像信号に含まれる色や輝度のレベルの範囲を
示すヒストグラム、映像信号の解像度や色空間に関する情報等である。
【００４１】
　更新部６０は、メモリ部８０に記憶されている付加情報と制御情報の組に基づいてメモ
リ部５０に記憶されている制御情報を更新すると共に、メモリ部１００に記憶されている
付加情報と特徴情報の組に基づいてメモリ部５０に格納されている制御情報を更新する。
【００４２】
　メモリ部１００には、例えば、図９に示す情報が記憶され、ここでは特徴情報としては
、「映像信号の解像度が７２０×４８０」などの画像の有効範囲である。但し、特徴情報
は、色のレベルや輝度のレベルであってもよい。また、図９において、付加情報としては
、「ＡＶＩ ＩｎｆｏＦｒａｍｅのＰｉｃｔｕｒｅ Ａｓｐｅｃｔｒａｔｉｏの値が１」か
つ「ＡＶＩ ＩｎｆｏＦｒａｍｅのＡｃｔｉｖｅ Ｐｏｒｔｉｏｎ Ａｓｐｅｃｔｒａｔｉ
ｏの値が１０」である。また、「ＳＰＤ ＩｎｆｏＦｒａｍｅのＶｅｎｄｏｒ Ｎａｍｅの
値がＶｅｎｄｏｒＢ」かつ「ＳＰＤ ＩｎｆｏＦｒａｍｅのＳｏｕｒｃｅ Ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎの値が０ｘ０８」である。これらの付加情報の組に対して「画像有効範囲が画像
の全領域（解像度が７２０×４８０で、画像有効範囲が同サイズ）」を意味する特徴情報
が頻繁に抽出されている。
【００４３】
　上述の「Ｐｉｃｔｕｒｅ Ａｓｐｅｃｔｒａｔｉｏの値が１」と「Ａｃｔｉｖｅ Ｐｏｒ
ｔｉｏｎ Ａｓｐｅｃｔｒａｔｉｏの値が１０」は、入力部１０で入力した映像信号のア
スペクト比は４：３で、画像の有効範囲は中央の１６：９の部分であることを意味する。
一方で「画像有効範囲が画像の全領域」は、画像の有効範囲が中央の１６：９の部分だけ
ではないことを示している。これは、抽出部９０が、本来の画像有効範囲は付加情報に規
定されているよりも広く、付加情報に基づいて映像信号を処理すると画像の有効範囲が不
自然に切り取られていることを意味している。
【００４４】
　更新部６０では、メモリ部１００に記憶された特徴情報から付加情報が修正されるべき
である（特徴情報に正当性がある）と判断すると、特徴情報に基づいて画像有効範囲を変
更する（広げる）ようにメモリ部５０に格納された制御情報を更新する。
【００４５】
　以上、本実施例の映像信号処理装置は、付加情報と特徴情報の組を記憶し、特徴情報に
基づいて制御情報を更新することにより、規格上誤っていない特定の付加情報に対して自
動的に処理を修正する。
【００４６】
　以上、本発明の好ましい実施形態について説明したが、本発明はこれらの実施形態に限
定されず、その要旨の範囲内で種々の変形及び変更が可能である。例えば、付加情報はＩ
ｎｆｏＦｒａｍｅに限らず、ＥＤＩＤ（ＥＸＴＥＮＤＥＤ Ｄｉｓｐｌａｙ Ｉｄｅｎｔｉ
ｆｉｃａｔｉｏｎ Ｄａｔａ）やＣＥＣ（Ｃｏｎｓｕｍｅｒ Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）、映像信号自体から取得された情報でもよい。
【００４７】
　処理部２０を複数に分けて制御部４０からは必要最小限の情報のみを通知してもよい。
また、制御部４０は、メモリ部５０に相反する複数の制御情報が混在する場合は、制御情
報の合致条件との適合度を求め、適合度が高い条件を優先してもよい。更に、メモリ部の
数は一つでもよい。また、制御情報は、図３の（ａ）（ｂ）（ｃ）のように複数の情報に
分けなくてもよく、また、各情報がＣＰＵによって実行されるプログラム形式の情報であ
ってもよい。
【００４８】
　更新部６０で制御情報の更新を行うタイミングは任意でよく、一定時間毎に行う構成と
してもよい。制御部４０に操作が通知されたタイミングや、入力部１０で入力した付加情
報が変化したタイミングでもよい。
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【００４９】
　実施例１から実施例３の信号処理装置、信号処理方法を投射型画像表示装置に適用する
こともできる。投射型画像表示装置においては、投射型画像表示装置のマイクロコンピュ
ータなどが主体となって各処理を実行させればよい。これにより、好適な画像を表示する
ことができる。
【産業上の利用可能性】
【００５０】
　映像信号処理装置は映像信号と付加情報を受信する受信装置、中継装置、表示装置など
に適用することができる。
【符号の説明】
【００５１】
２０　　　　　　　　処理部（処理手段）
４０　　　　　　　　制御部（制御手段）
５０　　　　　　　　メモリ部（第一の記憶手段）

【図１】
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【図２】

【図３】
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【図４】

【図５】

【図６】
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【図７】

【図８】
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【図９】
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